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(57)【要約】
【課題】電子メールの本文または添付ファイルを印刷で
きるクラウドコンピューティングシステムにおいて，同
報送信された電子メールに基づいて無駄なく複数のプリ
ンターにおいて情報を印刷する。
【解決手段】特定のプリンターに割り当てられた電子メ
ールアドレス宛の電子メールを受信する受信手段と，前
記電子メールが，前記電子メールアドレスを宛先に含む
電子メールに基づいて返信または転送された二次電子メ
ールであるか，前記二次電子メールでない一次電子メー
ルであるか判定する判定手段と，前記一次電子メールに
基づいて印刷データを生成する印刷データ生成手段と，
前記特定のプリンターに前記印刷データを送信する印刷
データ送信手段と，を備える印刷制御サーバー。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定のプリンターに割り当てられた電子メールアドレス宛の電子メールを受信する受信
手段と，
　前記電子メールが，少なくとも返信または転送がされた所定の電子メールである二次電
子メールであるか，前記二次電子メールでない一次電子メールであるか判定する判定手段
と，
　前記一次電子メールに基づいて印刷データを生成する印刷データ生成手段と，
　前記特定のプリンターに前記印刷データを送信する印刷データ送信手段と，
　を備える印刷制御サーバー。
【請求項２】
　前記印刷データ生成手段は、前記二次電子メールに基づく印刷データの生成を行わない
、
　請求項１に記載の印刷制御サーバー。
【請求項３】
　前記一次電子メールの識別情報を記憶する記憶手段をさらに備え，
　前記判定手段は，前記識別情報を含む電子メールを前記二次電子メールと判定する，
　請求項１または２に記載の印刷制御サーバー。
【請求項４】
　前記判定手段は，前記電子メールアドレスを宛先に含む電子メールに基づいて返信また
は転送された電子メールのうち，受信から返信または転送までの時間が所定時間を超えて
いる電子メールを，前記一次電子メールであると判定する，
　請求項１から３のいずれか一項に記載の印刷制御サーバー。
【請求項５】
　前記判定手段は，前記電子メールアドレス宛の電子メールの本文の内容に基づいて当該
電子メールが前記一次電子メールであるか前記二次電子メールであるかを判定する，
　請求項１から４のいずれか一項に記載の印刷制御サーバー。
【請求項６】
　特定のプリンターに割り当てられた電子メールアドレス宛の電子メールを受信し，
　前記電子メールが，少なくとも返信または転送がされた所定の電子メールである二次電
子メールであるか，前記二次電子メールでない一次電子メールであるか判定し，
　前記一次電子メールに基づいて印刷データを生成し，
　前記特定のプリンターに前記印刷データを送信する，
　ことを含む印刷制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，印刷制御サーバーおよび印刷制御方法に関し，特に，プリンターに対応付け
られた電子メールアドレスに電子メールを送信することによって電子メールの本文または
添付ファイルを印刷できるクラウドコンピューティングシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来，電子メールを受信し当該電子メールの本文や添付ファイルを印刷する機能を備え
たクラウドコンピューティングシステムが知られている（例えば特許文献１）。このクラ
ウドコンピューティングシステム（以下，単に印刷システムという。）は，特定の電子メ
ールを受信すると電子メールの本文や添付ファイルに基づいて特定のプリンターに対応し
た印刷データを生成するサーバーと，サーバーから印刷データを取得して印刷を実行する
プリンターとを備えている。したがって印刷システムの利用者は，ＰＣ（Personal Compu
ter），スマートフォン等のクライアント端末にプリンタードライバーがインストールさ
れていない場合であっても，印刷システムに登録されているプリンターを利用することが
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可能になる。この印刷システムにおいては，印刷対象を受信するための電子メールアドレ
スをプリンターに割り当てることを含むプリンターの登録処理がサーバーにおいてなされ
ると，当該電子メールアドレスを知っている任意のユーザーが当該プリンターを利用可能
になる。このような印刷システムは，送信された情報が宛先において印刷されるという点
においてファクシミリと似ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－７１２５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで，メールサーバーといわれるＭＴＡ（Mail Transfer Agent）には自動返信や
自動転送の機能を備えたものがある。ここで，"全員に返信"するように自動返信機能が有
効に設定されている電子メールアドレスＡに，印刷システムに登録されているプリンター
に割り当てられている電子メールアドレスＢを宛先に含めて同報配信された電子メールＸ
が届いたとする。この場合，上記の印刷システムは電子メールＸと電子メールアドレスＡ
から自動返信された電子メールＹとを受信することになる。このような場合において，電
子メールＹに基づいて印刷が実行されるとするならば，意図しない無駄な印刷が行われる
ことになる。そこで，上記の印刷システムにおいては，複数の宛先が設定された電子メー
ルを無効として処理することが考えられる。
【０００５】
　しかし，上記印刷システムにおいても，登録されている複数のプリンターのそれぞれに
割り当てられている電子メールアドレスに電子メールを同報送信することにより，ファク
シミリの同報送信と同様の機能を利用できることが望ましい。
【０００６】
  本発明は，電子メールの本文または添付ファイルを印刷できるクラウドコンピューティ
ングシステムにおいて，同報送信された電子メールに基づいて無駄なく複数のプリンター
において情報を印刷することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）上記目的を達成するための印刷制御サーバーは，特定のプリンターに割り当てら
れた電子メールアドレス宛の電子メールを受信する受信手段と，前記電子メールが少なく
とも返信または転送がされた二次電子メールであるか，前記二次電子メールでない一次電
子メールであるか判定する判定手段と，前記一次電子メールに基づいて印刷データを生成
する印刷データ生成手段と，前記特定のプリンターに前記印刷データを送信する印刷デー
タ送信手段と，を備える。
　本発明によると，特定のプリンターに割り当てられた電子メールアドレス宛の一次電子
メールに基づいて自動返信または自動転送された二次電子メールは無効とされる。このた
め自動返信または自動転送された電子メールに基づいて無駄な印刷が実行されることを防
止できる。したがって，同報送信された電子メールに基づいて無駄なく複数のプリンター
において情報を印刷することができる。
【０００８】
　（２）上記目的を達成するための印刷制御サーバーにおいて、前記印刷データ生成手段
は、前記二次電子メールに基づく印刷データの生成を行わなくてもよい。
【０００９】
　（３）上記目的を達成するための印刷制御サーバーにおいて，前記一次電子メールの識
別情報を記憶する記憶手段をさらに備え，前記判定手段は，前記識別情報を含む電子メー
ルを前記二次電子メールと判定してもよい。
　一次電子メールの識別情報に基づいて二次電子メールを特定することにより，自動送信
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または自動転送された二次電子メールを容易に特定可能になる。
【００１０】
　（４，５）特定のプリンターに割り当てられた電子メールアドレス宛に手動で返信また
は転送された電子メールについては無効とせずに一次電子メールとして扱うことが好まし
い。
　そこで上記目的を達成するための印刷制御サーバーにおいて，前記判定手段は，前記電
子メールアドレスを宛先に含む電子メールに基づいて返信または転送された電子メールの
うち，受信から返信または転送までの時間が所定時間を超えている電子メールを，前記一
次電子メールであると判定してもよい。
　メールサーバーによって自動送信または自動転送される二次電子メールはメールサーバ
ーが電子メールを受信すると即座に送信される。したがって，受信から返信または転送ま
での時間に基づいて，手動送信された電子メールと，ＭＴＡによって自動返信または自動
転送された電子メールとを判別できる。
【００１１】
　また上記目的を達成するための印刷制御サーバーにおいて，前記判定手段は，前記電子
メールアドレス宛の電子メールの本文の内容に基づいて当該電子メールが前記一次電子メ
ールであるか前記二次電子メールであるかを判定してもよい。
　ＭＴＡによって自動送信または自動転送される電子メールは例えば改行毎に記号"＞"や
タブが挿入されているといった特徴を備えている。また，メールサーバーによって自動送
信または自動転送される電子メールの本文は元の電子メールの本文との相関が高い。した
がって電子メールの本文に基づいて，手動送信された電子メールと，メールサーバーによ
って自動返信または自動転送された電子メールとを判別できる。
【００１２】
　なお，請求項に記載された各手段の機能は，構成自体で機能が特定されるハードウェア
資源，プログラムにより機能が特定されるハードウェア資源，又はそれらの組み合わせに
より実現される。また，これら各手段の機能は，各々が物理的に互いに独立したハードウ
ェア資源で実現されるものに限定されない。さらに，本発明は方法としても，上記した機
能をサーバーおよびプリンターに実現させるコンピュータープログラムとしても，そのプ
ログラムの記録媒体としても成立する。むろん，そのコンピュータープログラムの記録媒
体は，磁気記録媒体であってもよいし光磁気記録媒体であってもよいし，今後開発される
いかなる記録媒体であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】印刷システムを示すブロック図である。
【図２】（２Ａ）はサーバーの構成を示すブロック図，（２Ｂ）はプリンターの構成を示
すブロック図である。
【図３】セットアップシーケンスを示すシーケンス図である。
【図４】ログインシーケンスを示すシーケンス図である。
【図５】印刷シーケンスを示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下，本発明の実施の形態を添付図面を参照しながら説明する。尚，各図において対応
する構成要素には同一の符号が付され，重複する説明は省略される。
  １．構成
  図１は本発明の一実施例としての印刷システムを示すブロック図である。印刷システム
は，登録されたプリンター４，５に対応付けられた電子メールアドレスに電子メールを送
信することによって電子メールの本文および添付ファイルを印刷できるクラウドコンピュ
ーティングシステムとして構成され，印刷制御サーバー１と，複数のプリンター４，５と
で構成される。
【００１５】
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　印刷制御サーバー１は，ＳＭＴＰサーバー１０１，データ変換サービスアプリケーショ
ン（ＡＰ）サーバー１０２，データ変換サーバー１０３，ＸＭＰＰサーバー１０４，プリ
ンター通信ＡＰサーバー１０５，ＤＢサーバー１０６，アカウント管理ＡＰサーバー１０
７，ＨＴＴＰサーバー１０８，コンテンツ管理ＡＰサーバー１０７，ＨＴＴＰサーバー１
１０とから構成される。
【００１６】
　ＳＭＴＰサーバー１０１は，登録されたプリンター４，５に割り当てられた電子メール
アドレスにおいて電子メールを送受信する機能を有するサーバーである。
【００１７】
　判定手段としてのデータ変換サービスＡＰサーバー１０２は，ＳＭＴＰサーバー１０１
が受信する電子メールが一次電子メールであるか二次電子メールであるか判定し，一次電
子メールから本文と添付ファイルを抽出し，データ変換サーバー１０３に本文と添付ファ
イルを印刷対象として引き渡す機能を有するアプリケーションサーバーである。
【００１８】
　印刷データ生成手段としてのデータ変換サーバー１０３はデータ変換ＡＰサーバー１０
２から印刷対象として取得したファイルを印刷データに変換する機能を有するサーバーで
ある。
　ＤＢサーバー１０６はプリンター４，５の各種の情報を管理するとともに印刷データを
記憶するデータベースサーバーである。
【００１９】
　ＸＭＰＰサーバー１０４はプリンター４，５とＸＭＰＰを用いて通信する機能を有する
サーバーである。
　プリンター通信ＡＰサーバー１０５は，ＸＭＰＰサーバー１０４と他のサーバーとを中
継するアプリケーションサーバーである。
【００２０】
　アカウント管理ＡＰサーバー１０７はＨＴＴＰサーバー１１０と他のサーバーとを中継
するアプリケーションサーバーである。
　ＨＴＴＰサーバー１１０はゲスト端末２，管理者端末３とＨＴＴＰを用いて通信する機
能を有するサーバーである。
【００２１】
　コンテンツ管理ＡＰサーバー１０７はＨＴＴＰサーバー１０８と他のサーバーとを中継
するアプリケーションサーバーである。
　ＨＴＴＰサーバー１０８はプリンター４，５とＨＴＴＰを用いて通信する機能を有する
サーバーである。
【００２２】
　ＳＭＴＰサーバー１０１，データ変換サービスＡＰサーバー１０２，データ変換サーバ
ー１０３，ＸＭＰＰサーバー１０４，プリンター通信ＡＰサーバー１０５，ＤＢサーバー
１０６，アカウント管理ＡＰサーバー１０７，ＨＴＴＰサーバー１０８，コンテンツ管理
ＡＰサーバー１０７，ＨＴＴＰサーバー１１０のそれぞれは，図２Ａに示すように，ＣＰ
Ｕ１１とＲＡＭ１２とＲＯＭ１３とハードディスク装置（ＨＤＤ）１４と外部インターフ
ェース（Ｉ／Ｆ）１５とそれらを接続する内部インターフェース（Ｉ／Ｆ）１６とを備え
る。ＲＯＭ１３には起動プログラムが格納されている。ＨＤＤ１４にはオペレーティング
システム（ＯＳ）や上記した各機能を実現するためのコンピュータープログラムが格納さ
れている。これらのプログラムは，ＲＡＭ１２にロードされＣＰＵ１１によって実行され
る。外部Ｉ／Ｆ１５は，他のサーバーやプリンター４，５やゲスト端末２や管理者端末３
等とインターネットを介して接続するためのインターフェースや周辺機器と接続するため
のインターフェース等で構成されている。
【００２３】
　プリンター４，５のそれぞれは，図２Ｂに示すように，コントローラー４１と外部Ｉ／
Ｆ４２とユーザーＩ／Ｆ４６と印刷エンジン４３とこれらを接続する内部Ｉ／Ｆ４７とを
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備える。コントローラー４１は，ＣＰＵや不揮発性メモリやＲＡＭやＡＳＩＣ等からなり
，不揮発性メモリに記憶されている印刷プログラムを実行することによって印刷エンジン
４３の動作を制御するための処理を実行する。また，コントローラー４１は，不揮発性メ
モリに記憶されているウェブサービスプログラムを実行することによって管理者端末３や
印刷制御サーバー１と通信してプリンター４，５を印刷制御サーバー１に登録したり，印
刷制御サーバー１から印刷データを取得したりするための処理を実行する。印刷エンジン
４３はインクジェット方式，レーザー方式など周知の印刷方式で印刷を実行するためのア
クチュエーターやセンサーや駆動回路や機械部品を備えている。外部Ｉ／Ｆ４２は，印刷
制御サーバー１や管理者端末３とインターネットを介して接続するためのインターフェー
スを含む。ユーザーＩ／Ｆ４６はディスプレイや操作キー等で構成された操作パネルであ
る。
【００２４】
　２－１．セットアップシーケンス
  プリンター４，５は印刷制御サーバー１に登録されることによって，印刷システムに組
み込まれ，印刷制御サーバー１が印刷依頼として受け付ける一次電子メールに応じて印刷
を実行することが可能になる。図３は印刷制御サーバー１にプリンター４，５を登録する
ためのセットアップシーケンスを示す図である。本実施形態では，プリンター４の所有者
が所有するＰＣ（Personal Computer）からなる管理者端末３を操作することによってプ
リンター４を印刷制御サーバー１に登録する例について説明する。
【００２５】
　はじめに，ウェブブラウザ等を実行する管理者端末３がプリンター４とＨＴＴＰを用い
て通信することによってプリンター４へセットアップ開始要求を送信する（Ｓ１００）。
【００２６】
　セットアップ開始要求を取得したプリンター４は，登録処理を起動し，登録状態情報を
管理者端末３にＨＴＴＰを用いて送信する（Ｓ１０２）。
【００２７】
　登録状態情報を受信した管理者端末３は，受信した登録状態情報に基づいてセットアッ
プステータスを画面表示する（Ｓ１０４）。この段階では，例えば，セットアップ中であ
ることを示すテキストや画像が管理者端末３の画面にブラウザによって表示される。
【００２８】
　セットアップ開始要求に応じて登録状態情報を送信したプリンター４は，プリンター４
に対応する登録要求として，プリンター４の機種固有ＩＤ，プリンター４のシリアル番号
および既存情報の削除フラグを，登録要求に対応するＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬに
ＨＴＴＰを用いて送信する（Ｓ１０６）。
【００２９】
　登録要求をＨＴＴＰサーバー１０８において取得した印刷制御サーバー１は，登録要求
に基づいてプリンター４を印刷システムの出力機器として印刷制御サーバー１に登録する
（Ｓ１０８）。
　具体的には，ＨＴＴＰサーバー１０８から登録要求のパラメーターを取得したアカウン
ト管理ＡＰサーバー１０７が，プリンター４の機種固有ＩＤおよびシリアル番号に対応す
る内部ＩＤ，ＸＭＰＰログインパスワード，管理ページのＵＲＬ，管理ページパスワード
および電子メールアドレスを，ＤＢサーバー１０６に既に登録されている他のプリンター
の登録情報を参照しながらプリンター４に割り当てる。内部ＩＤをプリンター４の機種固
有ＩＤおよびシリアル番号に基づいて割り当てることによって機種毎に異なる体系でシリ
アル番号がプリンターに割り振られている場合であっても，確実にプリンターの機体毎に
異なる内部ＩＤをプリンター４に割り当てることができる。管理ページは，ＤＢサーバー
１０６に記憶されているこれらの情報をＨＴＴＰを用いて編集するためのウェブページで
ある。
【００３０】
　そして，アカウント管理ＡＰサーバー１０７は，ＸＭＰＰログインパスワード，管理ペ
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ージのＵＲＬ，管理ページパスワード，電子メールアドレスを，プリンター４の機種固有
ＩＤおよびシリアル番号に対応する内部ＩＤに対応付けてＤＢサーバー１０６にプリンタ
ー４の登録情報として記憶させる。
【００３１】
　さらに，アカウント管理ＡＰサーバー１０７は，プリンター４に割り当てた電子メール
アドレスをＳＭＴＰサーバー１０１に登録する。プリンター４に割り当てた電子メールア
ドレスをＳＭＴＰサーバー１０１に登録することによって，プリンター４を出力機器とす
る印刷依頼としての電子メールを印刷制御サーバー１が受信することが可能になる。
【００３２】
　またアカウント管理ＡＰサーバー１０７は，プリンター４に割り当てた内部ＩＤとＸＭ
ＰＰログインパスワードとを対応付けてＸＭＰＰサーバー１０４に登録する。ＸＭＰＰサ
ーバー１０１がプリンター４とＸＭＰＰを用いて通信するためのＸＭＰＰ　ＪＩＤは，"
内部ＩＤ"＠"ＸＭＰＰサーバー１０４のＸＭＰＰドメイン名"となる。プリンター４の内
部ＩＤとＸＭＰＰログインパスワードをＸＭＰＰ接続情報としてＸＭＰＰサーバー１０４
に登録することによって，プリンター４と印刷制御サーバー１とがＸＭＰＰを用いて通信
することが可能になる。
【００３３】
　プリンター４を印刷システムの出力機器として印刷制御サーバー１に登録したアカウン
ト管理ＡＰサーバー１０７は，プリンター４の登録結果情報を，登録要求の送信元である
プリンター４にＨＴＴＰサーバー１０８を介して送信する（Ｓ１１０）。登録結果情報に
は，プリンター４に割り当てられた内部ＩＤ，ＸＭＰＰログインパスワード，管理ページ
のＵＲＬ，管理ページパスワード，電子メールアドレス，ＸＭＰＰサーバー１０４のドメ
イン名および登録要求の受信の成否（成功／失敗）が含まれている。なお，負荷分散のた
めに印刷制御サーバー１にＸＭＰＰサーバーを複数設ける場合には，プリンター４に割り
当てられたＸＭＰＰサーバーのドメイン名をプリンター４に通知する必要があるが，印刷
制御サーバー１に登録される全てのプリンターが通信するＸＭＰＰサーバーが共通である
場合には，必ずしもＸＭＰＰサーバーのドメイン名をプリンター４に通知する必要はない
。
【００３４】
　登録結果情報をＨＴＴＰサーバー１０８から取得したプリンター４は，プリンター４に
割り当てられた内部ＩＤ，ＸＭＰＰログインパスワード，管理ページのＵＲＬ，管理ペー
ジパスワードおよび電子メールアドレスおよびＸＭＰＰサーバー１０４のドメイン名を不
揮発性メモリに記憶するとともに，内部ＩＤおよびＸＭＰＰドメイン名からＸＭＰＰ　Ｊ
ＩＤを生成し，ＸＭＰＰ　ＪＩＤおよびＸＭＰＰログインパスワードをＸＭＰＰ接続情報
としてＸＭＰＰサーバー１０４に送信する（Ｓ１１２）。
【００３５】
　ＸＭＰＰ　ＪＩＤおよびＸＭＰＰログインパスワードをプリンター４から取得したＸＭ
ＰＰサーバー１０４は，プリンター４とＸＭＰＰ接続を確立し，ＸＭＰＰ接続結果（成功
／失敗）をプリンター４に送信する（Ｓ１１４）。このときＸＭＰＰ接続に成功すると，
プリンター４とＸＭＰＰサーバー１０４とのＸＭＰＰ接続はプリンター４の電源が遮断さ
れるまで継続する。
【００３６】
　印刷制御サーバー１とのＸＭＰＰ接続が確立されると，プリンター４はプリンター情報
をＨＴＴＰサーバー１０８に送信する（Ｓ１１６）。プリンター情報は，プリンター４に
割り当てられた内部ＩＤ，通信仕様のバージョン，プリンターのメニュータイプ情報（仕
向け情報），プリンターのサブメニュータイプ情報（仕向け情報）およびプリンターの言
語情報を含み，プリンター情報に対応するＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬにＨＴＴＰを
用いて送信される。
【００３７】
　プリンター４からプリンター情報をＨＴＴＰサーバー１０８が受信すると，コンテンツ
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管理ＡＰサーバー１０７は，プリンター情報を内部ＩＤと対応付けてＤＢサーバー１０６
に記憶させるとともに，受信結果（成功／失敗）を送信元のプリンター４に送信する（Ｓ
１１８）。プリンター４のプリンター情報は，プリンター４とのＸＭＰＰ接続が終了する
までＤＢサーバー１０６に記憶される。
【００３８】
　プリンター情報の受信結果（成功）を受信したプリンター４は登録結果通知ジョブ作成
依頼をＨＴＴＰサーバー１０８に送信する（Ｓ１２２）。登録結果通知ジョブは，プリン
ター４の印刷制御サーバー１への登録内容をプリンター４で印刷するための印刷ジョブで
ある。具体的には内部ＩＤが，登録結果通知ジョブ作成依頼として登録結果通知ジョブ作
成依頼に対応するＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬに送信される。
【００３９】
　登録結果通知ジョブ作成依頼を受信したＨＴＴＰサーバー１０８は，受信結果（成功／
失敗）を送信元のプリンター４に送信する（Ｓ１２４）。
【００４０】
　ＨＴＴＰサーバー１０８から登録結果通知ジョブ作成依頼の受信結果（成功）を送信す
ると，印刷制御サーバー１は登録レポートをプリンター４が印刷するための登録結果通知
ジョブを生成する（Ｓ１２６）。具体的には次の通りである。まずコンテンツ管理ＡＰサ
ーバー１０７は，登録結果通知ジョブ作成依頼からプリンター４の内部ＩＤを取得し，取
得した内部ＩＤに関連づけて記憶されている管理ページのＵＲＬ，管理ページパスワード
および電子メールアドレス等，管理者端末３のユーザーに通知すべき情報と，内部ＩＤに
対応付けて記憶されているプリンター４の機種固有ＩＤとをＤＢサーバー１０６から取得
してプリンター通信ＡＰサーバー１０５に引き渡す。続いてプリンター通信ＡＰサーバー
１０５は，管理者端末３のユーザーに通知すべき情報をプリンター４で登録レポートとし
て印刷するための印刷データの生成をデータ変換サービスＡＰサーバー１０２にジョブＩ
Ｄおよび機種ＩＤと対応付けて依頼する。依頼を受けたデータ変換サービスＡＰサーバー
１０２は，機種固有ＩＤに対応した印刷データをデータ変換サーバー１０３に生成させる
。続いてプリンター通信ＡＰサーバー１０５は，データ変換サーバー１０３から印刷デー
タを取得してプリンター４の印刷ジョブとして内部ＩＤおよびジョブＩＤに関連づけてＤ
Ｂサーバー１０６に記憶させる。
【００４１】
　登録結果通知ジョブを生成した印刷制御サーバー１は，新規印刷ジョブの発生を登録要
求の送信元のプリンター４にＸＭＰＰを用いて通知する（Ｓ１２８）。具体的には，プリ
ンター通信ＡＰサーバー１０５は，プリンター４の新規印刷ジョブが発生したことを示す
印刷待ち情報をプリンター４にＸＭＰＰサーバー１０４を介して通知する。このとき，Ｘ
ＭＰＰサーバー１０４はプリンター通信ＡＰサーバー１０５から取得した内部ＩＤに基づ
いてＸＭＰＰ通信の相手をプリンター４に特定し，印刷待ち情報をプリンター４にＸＭＰ
Ｐを用いて送信する。
【００４２】
　印刷待ち情報を取得したプリンター４は，受信結果（成功／失敗）をＸＭＰＰサーバー
１０４にＸＭＰＰを用いて送信する（Ｓ１３８）。
【００４３】
　続いてプリンター４は，印刷データを取得するために必要な印刷ジョブ情報を印刷制御
サーバー１に要求する（Ｓ１４０）。具体的には，プリンター４は印刷ジョブ情報の要求
に対応するＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬにプリンター４の内部ＩＤをＨＴＴＰを用い
て送信する。
【００４４】
　印刷ジョブ情報の要求を受けた印刷制御サーバー１は，受信結果（成功／失敗）と，ジ
ョブＩＤと，ジョブＩＤに対応するＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬと，印刷データのペ
ージ記述言語の種類とを印刷ジョブ情報としてプリンター４に送信する（Ｓ１４２）。具
体的には，コンテンツ管理ＡＰサーバー１０７は，印刷ジョブ情報の要求としてＨＴＴＰ
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サーバー１０８が取得した内部ＩＤを取得し，内部ＩＤと関連づけて記憶されているジョ
ブＩＤと印刷データと印刷データのページ記述言語とをＤＢサーバー１０６から取得して
ＨＴＴＰサーバー１０８に引き渡す。ＨＴＴＰサーバー１０８は，ジョブＩＤに対応する
印刷データの取得要求を受け付けるＵＲＬを生成し，受信結果（成功／失敗）と，ジョブ
ＩＤと，印刷データの取得要求を受け付けるＵＲＬと，印刷データのページ記述言語の種
類とを印刷ジョブ情報としてプリンター４にＨＴＴＰを用いて送信する。
【００４５】
　印刷ジョブ情報を取得したプリンター４は，プリンター４がアイドル状態になるのを待
ち，アイドル状態になると，印刷データを要求する（Ｓ１４６）。具体的には，プリンタ
ーは，印刷データの取得要求を受け付けるＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬに印刷データ
の取得要求としてプリンター４の内部ＩＤをＨＴＴＰを介して送信する。
【００４６】
　印刷データを要求された印刷制御サーバー１は，受信結果（成功／失敗）と，要求され
た印刷データとをＨＴＴＰを用いてプリンター４に送信する（Ｓ１４８）。具体的には，
ＨＴＴＰサーバー１０８が，印刷データの要求を受け付けたＵＲＬに対応する印刷データ
と，受信結果とをプリンター４にＨＴＴＰを用いて送信する。
【００４７】
　印刷データを取得したプリンター４は，印刷データに基づいて登録レポートの印刷を実
行する（Ｓ１５０）。
【００４８】
　印刷を終了したプリンター４は，実行結果情報をＨＴＴＰサーバー１０８に送信する（
Ｓ１５４）。具体的には，プリンター４は，プリンター４の内部ＩＤ，印刷を実行したジ
ョブＩＤ，印刷ジョブの実行結果（成功／失敗），実行結果が生じた理由（正常，紙詰ま
り，インク切れなど）を，ＨＴＴＰサーバー１０８の実行結果情報に対応するＵＲＬに送
信する（Ｓ１５２）。
【００４９】
　実行結果情報をＨＴＴＰサーバー１０８において取得した印刷制御サーバー１は，実行
結果情報に基づいて印刷ジョブを更新する（Ｓ１５６）。具体的には，ＨＴＴＰサーバー
１０８は実行結果情報の受信結果（成功／失敗）をプリンター４に送信し，コンテンツ管
理ＡＰサーバー１０７は，ＨＴＴＰサーバー１０８が受信した実行結果情報に基づいて，
ジョブＩＤに対応する印刷データをＤＢサーバー１０６から削除する。
【００５０】
　上述したセットアップシーケンスの実行中，セットアップ開始要求を送信した管理者端
末３は定期的にセットアップステータスをプリンター４に要求する（Ｓ１３０）。具体的
には，セットアップステータスの要求に対応するプリンター４のＵＲＬにセットアップの
ステータスの要求を送信する。
【００５１】
　セットアップステータスの要求を受け付けたプリンター４は，登録状態情報を管理者端
末３にＨＴＴＰを用いて送信する（Ｓ１３２）。登録状態情報は，セットアップ開始要求
を取得した直後にプリンター４がＳ１０２で管理者端末３に送信する内容と同じである。
【００５２】
　登録状態情報を受信した管理者端末３は，Ｓ１０４と同様に，受信した登録状態情報に
基づいて登録状態を画面表示する（Ｓ１３４）。印刷制御サーバー１へのプリンター４の
登録が完了している段階では，例えば，管理ページのＵＲＬ，管理ページパスワード，電
子メールアドレス等が管理者端末３の画面に表示される。
【００５３】
　２－２．ログインシーケンス
  図４はログインシーケンスを示す図である。ログインシーケンスは，セットアップシー
ケンス終了後にユーザーがプリンター４の電源ボタンを押して電源を遮断した後に再び電
源ボタンを押して電源を投入すると開始する。ログインシーケンスにおいて，プリンター
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４は各部の初期化処理を行うともに，印刷制御サーバー１とのＸＭＰＰ接続を確立し，印
刷ジョブの確認を行う。
【００５４】
　具体的にはセットアップシーケンスのＳ１１２と同様に，プリンター４はＸＭＰＰ接続
情報をＸＭＰＰサーバー１０４に送信する（Ｓ２００）。ＸＭＰＰ接続情報を取得したＸ
ＭＰＰサーバー１０４は，Ｓ１１４と同様にＸＭＰＰ接続を確立する（Ｓ２０２）。
【００５５】
　印刷制御サーバー１とのＸＭＰＰ接続を確立したプリンター４は，セットアップシーケ
ンスのＳ１１６と同様にＨＴＴＰを用いてプリンター情報を印刷制御サーバー１に送信す
る（Ｓ２０６）。すなわちプリンター情報の送信は，印刷制御サーバー１との間でＸＭＰ
Ｐ接続が確立される度に実施される。プリンター情報を取得したサーバーは，Ｓ１１８と
同様にＨＴＴＰを用いて受信結果をプリンター４に送信するとともにプリンター情報をＸ
ＭＰＰ接続終了まで記憶する（Ｓ２０８）。
【００５６】
　プリンター情報を印刷制御サーバー１に送信したプリンター４は，セットアップシーケ
ンスのＳ１４０と同様にＨＴＴＰを用いて印刷ジョブ情報を印刷制御サーバー１に要求す
る（Ｓ２１２）。印刷ジョブ情報の要求を取得した印刷制御サーバー１は，Ｓ１４２と同
様に印刷ジョブ情報をＨＴＴＰを用いてプリンター４に送信する（Ｓ２１４）。印刷ジョ
ブ情報を取得したプリンター４は印刷ジョブがあれば印刷データを要求して印刷を実行す
る。このように電源投入後にプリンター４が自動的に印刷ジョブ情報を取得することによ
って，電源遮断中に印刷制御サーバー１において生成された印刷ジョブを電源投入直後に
プリンター４が実行することが可能になる。
【００５７】
　２－３．印刷シーケンス
  図５は印刷シーケンスを示す図である。印刷シーケンスは，登録されたプリンターに割
り当てられた電子メールアドレス宛に管理者端末３やゲスト端末２が電子メールを送信す
ることによって開始する（Ｓ３００）。印刷制御サーバー１は，後述するように，登録さ
れている電子メールアドレスにおいて受信した一次電子メールの本文と添付ファイルとを
印刷対象として処理する。プリンター毎に異なる印刷依頼の宛先電子メールアドレスは，
既に述べたとおり，セットアップシーケンスにおいて管理者端末３に画面表示されたりプ
リンター４によって印刷されたりする。したがって，管理者端末３を用いてプリンター４
を印刷制御サーバー１に登録した管理ユーザーと管理ユーザーから電子メールアドレスを
通知されたゲストユーザーとがプリンター４に対する印刷依頼をインターネットに接続さ
れた任意の端末を用いて印刷制御サーバー１に送信することができる。以下の説明では，
プリンター４に対応する電子メールアドレスに印刷依頼としての電子メールがゲスト端末
２から送信されたものとする。
【００５８】
　電子メールを受信すると，印刷制御サーバー１はヘッダーを解析し，受信した電子メー
ルに固有の識別子を記憶する（Ｓ３０２）。具体的には，登録されている電子メールアド
レス宛の電子メールをＳＭＴＰサーバー１０１が受信すると，データ変換サービスＡＰサ
ーバー１０２は，電子メールの識別情報としてＲＦＣで定義された"Message-ID"（以下，
ＭＩＤと表記する。），"In-Reply-To"（以下，ＩＲＴと表記する。），"References"（
以下，ＲＦＲと表記する。）を取得する。ＭＩＤ，ＩＲＴおよびＲＦＲは電子メールのス
レッドを分別するための識別子であって，電子メールを生成するＭＵＡ（Mail User Agen
t）によって電子メールのヘッダーに記述される。ＭＵＡが電子メールを生成する際には
，常に，その電子メールに固有のＭＩＤがヘッダーに記述される。また一般的には電子メ
ールＢが電子メールＡに対する返信である場合，電子メールＢのＩＲＴには電子メールＡ
のＭＩＤが記述される。また電子メールＣが電子メールＡの転送である場合，電子メール
ＣのＲＦＲに電子メールＡのＭＩＤが記述される。したがって，ＳＭＴＰサーバー１０１
は，受信した電子メールに固有の識別子としてＭＩＤをＤＢサーバー１０６に記憶させる
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。
【００５９】
　次に，データ変換サービスＡＰサーバー１０２は，電子メールのヘッダーから取得した
ＩＲＴ，ＲＦＲに基づいて電子メールが一次電子メールであるか，二次電子メールである
か判定する（Ｓ３０４）。本実施例では，過去に受信した電子メールのＭＩＤがＩＲＴま
たはＲＦＲに記述されている電子メールを二次電子メールと判定し，それ以外の電子メー
ルを一次電子メールと判定する。そこで，データ変換ＡＰサーバー１０２は，受信した電
子メールのヘッダーから取得したＩＲＴまたはＲＦＲがＤＢサーバー１０６に記憶されて
いるか検索する。そして受信した電子メールのヘッダーから取得したＩＲＴまたはＲＦＲ
がＤＢサーバー１０６記憶されていれば二次電子メールと判定し，受信した電子メールの
ヘッダーからＩＲＴまたはＲＦＲが取得できなかった場合，および，受信した電子メール
のヘッダーから取得したＩＲＴまたはＲＦＲがＤＢサーバー１０６記憶されていない場合
には，一次電子メールと判定する。
【００６０】
　次に，印刷制御サーバー１は，一次電子メールに基づいて印刷データを生成する（Ｓ３
０６）。まずプリンター通信ＡＰサーバー１０５は，電子メールの本文と添付ファイルと
を印刷対象としてファイル毎に内部ＩＤおよびジョブＩＤを割り当てる。内部ＩＤは電子
メールアドレスから特定される。次にプリンター通信ＡＰサーバー１０５は，印刷対象を
内部ＩＤおよびジョブＩＤとともにデータ変換サーバー１０３に引き渡し，機種と印刷設
定に応じた印刷データをを印刷対象に基づいて生成させる。そしてプリンター通信ＡＰサ
ーバー１０５はプリンター４の内部ＩＤおよびジョブＩＤと関連づけることによって印刷
データをプリンター４の印刷ジョブとしてＤＢサーバー１０６に記憶させる。
【００６１】
　次に，印刷制御サーバー１は印刷待ち情報を印刷実行要求の依頼元であるゲスト端末２
にＸＭＰＰを用いて送信する（Ｓ３０８）。具体的には，プリンター通信ＡＰサーバー１
０５は，セットアップシーケンスのＳ１２８と同様に，印刷待ち情報をプリンター４にＸ
ＭＰＰを用いて通知する。このように印刷依頼を受信してから印刷待ち情報をプリンター
４に送信するまでの処理は，印刷待ち情報をＸＭＰＰを用いて送信するため，印刷制御サ
ーバー１が自律的に実行することができ，プリンター４からのポーリングを必要としない
。このため，印刷ジョブの生成を即座にプリンター４に通知することができ，また，最小
限の通信量で印刷ジョブの生成をプリンター４に通知することができる。
【００６２】
　印刷待ち情報を取得したプリンター４は，セットアップシーケンスのＳ１３８と同様に
，受信結果（成功／失敗）をＸＭＰＰサーバー１０４にＸＭＰＰを用いて送信する（Ｓ３
１０）。
【００６３】
　続いてＳ１４０と同様に，プリンター４は，印刷データを取得するために必要な印刷ジ
ョブ情報を印刷制御サーバー１にＨＴＴＰを用いて要求する（Ｓ３１２）。具体的にはプ
リンター４は印刷ジョブ情報の要求に対応するＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬにプリン
ター４の内部ＩＤをＨＴＴＰを用いて送信する。
【００６４】
　印刷ジョブ情報の要求を受けた印刷制御サーバー１は，Ｓ１４２と同様に，受信結果（
成功／失敗）と，ジョブＩＤと，ジョブＩＤに対応するＨＴＴＰサーバー１０８のＵＲＬ
と，印刷ジョブのページ記述言語の種類とを印刷ジョブ情報としてプリンター４にＨＴＴ
Ｐを用いて送信する（Ｓ３１４）。
【００６５】
　印刷ジョブ情報を取得したプリンター４は，Ｓ１４６と同様に，プリンター４がアイド
ル状態になるのを待ち，アイドル状態になると，印刷データの取得要求を受け付けるＵＲ
ＬをＨＴＴＰサーバー１０８に送信することによって印刷データの送信を要求する（Ｓ３
１６）。
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【００６６】
　印刷ジョブの送信を要求されたＨＴＴＰサーバー１０８は，Ｓ１４８と同様に，受信結
果（成功／失敗）と印刷データの取得要求を受け付けたＵＲＬに対応付けられた印刷デー
タとをＨＴＴＰを用いてプリンター４に送信する（Ｓ３１８）。
【００６７】
　印刷データを取得したプリンター４は，Ｓ１５０と同様に，印刷データに基づいて印刷
を実行する（Ｓ３２０）。
【００６８】
　印刷を終了したプリンター４は，Ｓ１５４と同様に，印刷ジョブの実行結果情報をＨＴ
ＴＰサーバー１０８に送信する（Ｓ３２２）。
【００６９】
　実行結果情報をＨＴＴＰサーバー１０８において取得した印刷制御サーバー１は，Ｓ１
５６と同様に実行結果情報に基づいて印刷ジョブを更新する（Ｓ３２４）。
【００７０】
　続いて，印刷制御サーバー１は印刷依頼の送信元であるゲスト端末２に印刷依頼の実行
結果（成功／失敗）を電子メールによって送信する（Ｓ３２６）。具体的には，コンテン
ツ管理ＡＰサーバー１０７は，実行結果情報に基づいて印刷が完了または失敗したことと
，印刷が完了または失敗した印刷対象とを示すテキストを本文とし宛先を印刷依頼の送信
元であるゲスト端末２とする電子メールを生成し，生成した電子メールをＳＭＴＰサーバ
ー１１を介してゲスト端末２に送信する。
【００７１】
　ゲスト端末２が電子メールを受信すると（Ｓ３２８），ゲスト端末２のユーザーは印刷
依頼の処理結果を知ることができる。
【００７２】
　以上説明した印刷制御サーバー１は，印刷システムに登録されたプリンターに割り当て
られた電子メールアドレス宛に送信される電子メールのうち，過去に受信した電子メール
のＭＩＤがＩＲＴまたはＲＦＲに記述されていない一次電子メールのみを印刷依頼として
処理する。仮に二次電子メールをも印刷依頼として処理した場合，次のような問題が生ず
る。
【００７３】
　今，ユーザーＹが不在に備えてＭＴＡの自動返信機能を有効にしている状況において，
ゲスト端末２のユーザーＸが電子メールＡを送信してプリンター４に印刷を実行させると
ともに，ユーザーＹに電子メールＡのＣＣを同時送信してユーザーＹに印刷内容を通知す
るとする。ユーザーＹが自動返信の宛先を"全員に返信"に設定している場合，ＭＴＡによ
って電子メールＡに基づいて自動生成される電子メールＢがユーザーＸの電子メールアド
レスとユーザーＹの電子メールアドレスとに送信される。すると，印刷制御サーバー１は
ユーザーＸが送信した電子メールＡとＭＴＡによって自動返信された電子メールＢとを受
信することになるため，二次電子メールをも印刷依頼として処理する場合には，電子メー
ルＢに基づいてユーザーが意図しない無駄な印刷がプリンター４において実行される。こ
のような意図しない印刷はＭＴＡの自動転送が有効になっている場合にも起こり得る。二
次電子メールをも印刷依頼として処理する場合に，このような意図しない印刷を防止しよ
うとすれば，複数の宛先が設定された電子メールを印刷依頼として処理しない仕様を印刷
制御サーバー１に採用しなければならない。しかし，複数の宛先が設定された電子メール
を印刷依頼として処理しない仕様を印刷制御サーバー１に採用すると，複数のプリンター
において同じ内容の印刷を実行させるためにユーザーはプリンターの数分の電子メールを
順次送信しなければならなくなり，不便である。
【００７４】
　これに対し，上記実施例によると，電子メールＢを印刷制御サーバー１が受信した時点
において，電子メールＡのＭＩＤを印刷制御サーバー１が記憶しているため，電子メール
Ｂは二次電子メールと判定され，電子メールＢに基づく印刷は実行されない。したがって
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，複数の宛先が設定された電子メールを印刷依頼として処理しても，意図しない無駄な印
刷が実行されることはない。すなわち，上記実施例の印刷制御サーバー１を利用すれば，
ユーザーは同報送信する電子メールに基づいて無駄なく複数のプリンターにおいて情報を
印刷することができる。
【００７５】
３．他の実施形態
  尚，本発明の技術的範囲は，上述した実施例に限定されるものではなく，本発明の要旨
を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
　例えば，上記実施例では電子メールのＩＲＴおよびＲＦＲに基づいて二次電子メールを
印刷依頼から除外したが，ユーザーが印刷させたい文字を記入した上で手動返信または手
動転送を行った電子メールを一次電子メールとして処理してもよい。
【００７６】
　具体的には，印刷制御サーバー１は，過去に受信した電子メールＸのＭＩＤがＩＲＴま
たはＲＦＲに含まれている電子メールＹを受信した場合であっても，電子メールＸの受信
から電子メールＸに基づいて電子メールＹが返信または転送されるまでの時間が所定時間
を超えている場合には，電子メールＹを一次電子メールであると判定してもよい。印刷制
御サーバー１が電子メールを受信する度に，ＭＩＤとともに電子メールの送信日時または
受信日時を記憶しておくことにより，共通のＭＩＤがヘッダーに含まれている２通の電子
メールの送信日時または送信日時の差を導出することが可能になる。送信日時または受信
日時の差が所定時間を超えていれば，過去に取得したＭＩＤがＩＲＴまたはＲＦＲに含ま
れている電子メールであっても一次電子メールとして処理すればよい。これにより，手動
返信または手動転送により電子メールを送信しても，印刷制御サーバー１に登録されたプ
リンター４，５に印刷を実行させることが可能になる。自動返信または自動転送される電
子メールの場合，元の電子メールとの送信日時または受信日時の差は極めて小さくなるが
，ユーザーが印刷させたい文字を記入して手動返信または手動転送される電子メールは，
元の電子メールとの送信日時または受信日時の差が大きくなるからである。なお，送信日
時と受信日時とは実質的に同じであるため，印刷制御サーバー１は，受信した２つの電子
メールの送信日時と受信日時の差が所定時間を超えている場合に，両方の電子メールを印
刷依頼としての一次電子メールとして処理しても良い。
【００７７】
　また，印刷制御サーバー１は，過去に受信した電子メールのＭＩＤがＩＲＴまたはＲＦ
Ｒに含まれているかどうかに関わらず，過去に受信した電子メールと印刷対象となる本文
の相関が低い場合には，印刷依頼としての一次電子メールとして処理しても良い。印刷制
御サーバー１は，印刷制御サーバー１が電子メールを受信する度に，ＭＩＤとともに電子
メールの本文を記憶しておくことにより，共通のＭＩＤがヘッダーに含まれている２通の
電子メールの本文を比較することが可能になる。
【００７８】
　また，印刷制御サーバー１は，過去に受信した電子メールのＭＩＤがＩＲＴまたはＲＦ
Ｒに含まれている電子メールであっても，受信した電子メールの本文のうち過去に受信し
た電子メールの本文との差分が所定のパターンを含んでいない場合や、所定のパターンを
含んでいてもその差分にその他の文字が多い場合には，印刷依頼としての一次電子メール
として処理しても良い。自動返信または自動転送される場合には，例えば，"＞"やタブ記
号が改行毎に挿入される。そこで，自動返信または自動転送された場合に本文に自動的に
記述される定型文や記号のパターンを印刷制御サーバー１に登録しておくことにより，自
動返信または自動転送されたものであるか否かを、電子メールの本文に登録されているパ
ターン以外で過去に受信した電子メールとの差分の文字の数と閾値との比較に基づいて判
定することが可能になる。印刷制御サーバー１は，電子メールを生成するＭＵＡがＭＩＤ
をつけていない可能性があるため、過去に受信した電子メールのＭＩＤがＩＲＴまたはＲ
ＦＲに含まれていない場合でも、同様に本文の内容に基づいて一次電子メールか否かの判
断を行っても良い。
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【００７９】
　また、ある電子メールの返信の返信、転送の転送、返信の転送など、返信や転送が繰り
返された電子メールについても二次電子メールと判断することが望ましいが、このような
電子メールを一次電子メールとしても良い。例えば、上述の実施例のように二次電子メー
ルのＭＩＤを記憶する場合は、二次電子メールの返信も二次電子メールと判断できるが、
二次電子メールのＭＩＤを記憶しないようにすることで、二次電子メールの返信を一次電
子メールと判断するようにしても良い。
　また、二次電子メールを印刷しないようにするかどうかや、判断手法や、返信や転送が
繰り返された電子メールについて二次電子メールと判断するかどうかについて、プリンタ
ー４のユーザーの設定を受け付け、この設定に基づいて判断しても良い。
  また上記実施例では，プリンター４は印刷制御サーバー１から印刷待ち情報を受信する
と自動的に印刷ジョブを実行する例を示したが，例えば印刷待ち情報を受信したプリンタ
ー４のユーザーＩ／Ｆ４６に印刷ジョブの存在を示す情報を表示させ，ユーザーによる印
刷ジョブの実行指示を待ってプリンター４が印刷ジョブを実行してもよい。
【００８０】
　また上記実施例では，印刷制御サーバー１が物理的に独立した複数のサーバーコンピュ
ーターによって構成される例を説明したが，印刷制御サーバー１の機能を単一のサーバー
コンピューターで実現することも可能である。
　その他、上記実施例を組み合わせることも可能である。
【符号の説明】
【００８１】
１…印刷制御サーバー，２…ゲスト端末，３…管理者端末，４…プリンター，５…プリン
ター，１１…ＣＰＵ，１２…ＲＡＭ，１３…ＲＯＭ，１４…ＨＤＤ，１５…外部Ｉ／Ｆ，
１６…内部Ｉ／Ｆ，４１…コントローラー，４２…外部Ｉ／Ｆ，４３…印刷エンジン，４
６…ユーザーＩ／Ｆ，１０１…ＳＭＴＰサーバー，１０２…データ変換サービスＡＰサー
バー，１０３…データ変換サーバー，１０４…ＸＭＰＰサーバー，１０５…プリンター通
信ＡＰサーバー，１０６…ＤＢサーバー，１０７…アカウント管理ＡＰサーバー，１０８
…ＨＴＴＰサーバー，１０９…コンテンツ管理ＡＰサーバー，１１０…ＨＴＴＰサーバー
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